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TA-16 シリーズ 

TA-16型   TA-16L型 

TA-16CVA型 TA-16CVS型 

空気抜弁 

取 扱 説 明 書 
 

     この度はヨシタケ製品をお買上げいただきまして、誠にありがとうございました。 
    お求めの製品を正しく安全にご使用して頂くために、ご使用になる前に必ず本文をお読み下さい。 
    又、この書類は大切に保存して頂きますようお願い致します。 
 

－－－－本書の中で使用されている記号は以下のようになっています。－－－－ 
 

警告 
 取扱いを誤った場合に、使用者が死亡又は重傷を負う危険の状態

が生じることが想定される場合。 

注意 
 取扱いを誤った場合に、使用者が軽傷を負うか又は物的損害のみ

が発生する危険の状態が生じることが想定される場合。 
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１．仕様及び性能 
１．１ 仕様 

型          式 TA-16 TA-16L TA-16CVA TA-16CVS 

呼    び    径 15A・20A・25A 

適  用  流  体 冷温水 

適  用  圧  力 0.01～1.0 MPa 

逆  止  機  能 なし あり 

流  体  温  度 Max．90℃ 

 

材 

質 

本体・ふた・フロート 
ステンレス鋼 

弁体ディスク 
ガスケット 

合成ゴム 

Ｌ形ホース継手  黄銅  

逆止弁継手（逆止
弁） 

  黄銅（合成ゴム） 

接
続 

 入        口 JIS R ねじ 

 排   気   口 JIS Rc 1/4 φ6（ﾎｰｽ内径） JIS Rc 1/4 

 

注意 

(1)製品に付いているラベルの表示内容と注文された型式の仕様内容を確認してくださ

い。又、ご使用の条件が、仕様内容に適合していることを確認してください。 

※内容が違っている場合は、使用しないで弊社にお問い合わせください。 

 

 

１．２ 排気量図表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
作動圧力 MPa 

排
気
量 

Ｌ／min 

（標準状態） 
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２．寸法及び質量 

● TA-16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● TA-16L 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 d H1 H 質量（kg） 

15A R  1/2 136  143 0.70 

20A R  3/4 138  145 0.72 

25A R   1 142.5 149.5 0.78 

 

 

 

 

 

   

呼び径 d H 質量（kg） 

15A R  1/2  118     0.66 

20A R  3/4  120 0.68 

25A R   1 124.5 0.74 
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●TA-16CVA 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 d H1 H 質量（kg） 

15A R  1/2 135.5  146 0.72 

20A R  3/4 137.5  148 0.74 

25A R   1  142 152.5 0.80 

 

 

● TA-16CVS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼び径 d H 質量（kg） 

15A R  1/2  142 0.70 

20A R  3/4  144 0.72 

25A R   1 148.5 0.78 
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３．作動説明 

（１） 取付当初は、空気抜弁内には空気が入っており、フロート⑨は自重で下がっている為、レバー

⑦を介して弁体⑤を開いていることにより、空気はシステム内の圧力により外に排出されます。 

（２） 空気が排出されると冷温水が空気抜弁内に入ってくることにより、フロートは浮力を得て浮き上

がり、レバーを介して弁体を開いていた力がなくなり、ばね⑥及び面圧により弁体は閉じます。 

（３） システム内にて発生した気泡が空気抜弁内に集積されると、弁内の水位が下がり、フロートは

浮力を失い弁体を開き空気を排出します。 

（４） 以後（２）の作動に戻り、（２）と（３）の作動を繰り返し行うことにより、システム内の空気を取り除

くことができます。 

 

 

 

 

 

図は TA-16の構造を示します。ＴＡ-16L,TA-16CVA,TA-16CVSは弁座③にＬ形ホース継手や、 

逆止弁継手（CV-16A,CV-16S）をねじ込んだ構造となります。 

 

 

 

 

 

 

 

符号 主要部品 

 ① 本体 

 ② ふた 

 ③ 弁座（排気口） 

 ④ 吊り金具 

 ⑤ 弁体 

 ⑥ ばね 

 ⑦ レバー 

 ⑧ 六角ナット 

 ⑨ フロート 

 ⑩ ガスケット 

 ⑪ ボルト 

 ⑫ ラベル 
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４．設置要領 

 ４．1 配管図例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は TA-16の配管図例です。 

 

４．２ ご使用前の警告・注意事項 

警告 

（１）製品出口側に必ず継ぎ手及びホースを取り付けて排水溝まで導いてください。 

※弁漏れが生じた場合周辺を汚したり、高温流体の場合はやけどをしたりし、身体

又は財産を侵害する恐れがあります。 

（２）製品出口側（排気口）のチューブや配管の先端は、排出溝のあふれ縁より 50mm以

上の空間を取ってください。 

※弁漏れにより周囲を汚したり、高温流体の場合はやけどをする恐れがあります。 

 注意 

（１）製品は空気の溜まりやすい箇所に垂直に取付けて下さい。 

※製品の機能が果たされません。 

（２）製品を配管する際、配管内の異物・スケール（シールテープ、液状シール材等）を必

ず除去して下さい。 

※製品内に異物・スケール等が混入しますと本来の性能が活かされません。 

（３）保守・点検のために空気抜弁の入口に止弁（コック又はゲートバルブ）を取付けて

下さい。 

（４）製品の取付けは、鉛直から 5°以内の垂直に取付けてください。 

  ※誤った取付けをした場合、製品の機能を発揮できません。 

（５）排気口の配管は、逆流しないように配管して下さい。  
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 ５．運転要領 

 ５．１ ご使用時の警告・注意事項 

  警告 

（１）高温流体の場合は、素手で直接製品に触れないようにして下さい。 

   ※やけどをする危険があります。 

注意 

（１）排気時、一時的に空気とともに水が吹き出すことがあります。 

  ※異常ではありません。 

（２）凍結の恐れがある場合や長期間運転を休止する場合は、製品および配管内の流体

を排出してください。 

   ※製品や配管内の錆びの発生などによる故障、あるいは凍結による破損の恐れが

あります。 

（３）配管が負圧の場合は、外気を吸い込みます（TA-16、16L） 

  

６．保守要領 

６．１ 保守点検時の警告・注意事項 

  警告 
（１）分解・点検する時は、必ず製品・配管・機器の内部圧力を完全に抜いてから行なって下

さい。又、高温流体の場合は、製品を冷やしてから行なって下さい。 
※残圧によってけがや、高温によりやけどをする危険があります。 

 注意 

（１）製品の機能・性能を維持するため、日常点検、定期点検を実施して下さい。 

※異常がある場合は、専門の業者に処置を依頼して下さい。 

（２）分解・点検は、熟練した専門の方や専門メーカーにて行って下さい。 

（３）長期休止した場合は、再運転前に作動点検を実施して下さい。 

※異常がある場合は、専門の業者に処置を依頼して下さい。 
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６．２ 日常点検・定期点検  

製品の機能・性能を維持するため日常点検・定期点検を実施してください。 

※異常がある場合は専門の業者に処置を依頼してください。 

 

●日常点検（1回/日） 

点検項目 方法 異常時の処置 

 作動状態 

    

       

 空気が排出していること 

 を確認してください。 

（ただし内部に空気が発生

していない場合は閉弁して

います。）  

 ６．４ 故障と対策を参照してください。 

  

  

 弁座漏れ  目視にて確認してください。  ６．４ 故障と対策を参照してください。 

 外部漏れ  目視にて確認してください。  ６．４ 故障と対策を参照してください。 

 

●定期点検（1回/年、日常点検の項目の他に下記点検項目を実施してください。） 

点検項目 方法 異常時の処置 

 弁体 

 

 分解し目視にて確認してく

ださい。 

 弁体にゴミ等の異物が付着している場合、ウエス等

で付着しているスケール・ゴミ等をふき取り掃除してく

ださい。傷がある場合は弁体一式を交換してくださ

い。 

 ふた周辺（弁

座の弁体接触

面及びガスケ

ット） 

 分解し目視にて確認してく

ださい。 

 弁座の弁体接触面にゴミ等の異物が付着している

場合、ウエス等で付着しているスケール・ゴミ等をふ

き取り掃除してください。傷がある場合は製品交換を

してください。 

ガスケットが破損している場合は交換してください。 

フロート 分解し目視にて確認してく

ださい。 

フロートが破損・変形している場合はフロートを交換し

てください。 
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６．３ 定期交換 

製品の機能・性能を維持するため、以下の部品には推奨の交換時期があります。推奨交

換時期になりましたら、定期的に部品交換を実施してください。 

注意 

（１）合成ゴム等は消耗部品です。使用条件によって大きく異なりますが交換時期の目安は、 

下記の通りです。 

 

推奨交換時期 部品名 

 ３年 弁体※ 

５年 ガスケット 

   ※印の部品は弁体一式としての交換となります。 

 

６．４ 故障と対策 

故 障 状 況 故 障 原 因 対 策 及 び 処 置 

空気を排出しない。 空気抜弁入口の止弁が閉じたまま

になっている。 

止弁を全開にして下さい。 

管内圧力が適正圧力以上にある。 管内圧力を下げるか、又は高圧用

の空気抜弁に交換して下さい。 

空気の溜まりが悪い。 空気の溜まりやすい場所に取付け

て下さい。 

排気口より水が吹き

出る。 

弁体・弁座に異物が噛み込んでい

る。 

分解して弁体・弁座を清掃して下さ

い。 

フロートが破損し、浮子の働きを失

っている。 

フロートを交換して下さい。 

外部漏れがある。 異常昇圧等による本体・ふたの破損

または変形 

製品交換をして下さい。 

ガスケットの破損 ガスケットを交換して下さい。 

外気を吸い込む。 

（TA-16CVA） 

（TA-16CVS） 

逆止弁に異物が噛み込んでいる。 異物を除去して下さい。 
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６．５分解図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図は TA-16の構造を示します。 

TA-16L，TA-16CVA，TA-16CVSは、弁座に L形ホース継手、 

逆止弁継手（CV-16A，CV-16S）をねじ込んだ構造となります。 

※印の部品は消耗部品となります。 

 

 組立時の注意 

     

 

 

                  →                → 

 

 

 

  

ふたを本体に組付ける場合は、ふたを下にして本体を上

から被せます。 
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７．オプション部品（排気口の配管接続用部品） 

７．１ オプション部品の種類 

名     称 接     続 備        考 

L形ホース継手 R  1/4 × φ6（ホース内径） 工場にて取付け出荷できます。     

（型式 TA-16L） 

銅管継手付手動弁 R  1/4 × φ8（銅管外径） お客様にて取付けをお願いします。 

ホース継手付手動弁 R  1/4 × φ6（ホース内径） お客様にて取付けをお願いします。 

旋回継手 R  1/4 × Rc 1/4 お客様にて取付けをお願いします。 

旋回銅管継手 R  1/4 × φ8（銅管外径） お客様にて取付けをお願いします。 

旋回ホース継手 R  1/4 × φ6（ホース内径） お客様にて取付けをお願いします。 

逆止弁継手（アングル形） R  1/4 × Rc 1/4 工場にて取付け出荷できます。     

（型式 TA-16CVA） 

逆止弁継手（ストレート形） R  1/4 × Rc 1/4 工場にて取付け出荷できます。     

（型式 TA-16CVS） 

     オプション部品は、日本水道協会型式登録の都合上、L形ホース継手・逆止弁継手を除き、お

客様にて取付けをお願いします。 

 

７．２ オプション部品の寸法 
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 ７．３ オプション部品の組合せ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注意）逆止弁継手と旋回継手を併用する場合は、TA-16に逆止弁継手、旋回継手の順番で取付けて 

    下さい。 
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アフターサービスについて 
 

１．納入品の保証範囲及び保証期間 
納入された製品は高度の技術と厳しい品質管理の基で製造いたしております。取扱説明

書、本体貼付ラベル等の注意書に従って正しくご使用ください。万一材料または製造上の

不具合がありました場合には、無料で修理させていただきます。 

納入品の保証期間は、ユーザー様に納入し試運転開始後１ヶ年とさせていただきます。 
 

２．製造中止後の部品の供給について 
製品は予告なく製造中止、改良を行うことがございます。製造中止した製品の部品の供給

は、中止後５年間とします。但し、個別契約に基づく場合は除きます。 
 

３．保証期間内でも次の場合には、有料修理になります。 
(1)配管内のゴミ等による弁漏れ、または不安定作動が起こる場合。 

(2)不当な取扱い、または使用による場合。 

(3)消耗のはなはだしい部品などで、弊社から予めその旨申し出を行っている場合。 

(4)異常水圧、異常水質等の供給側の事情による場合。 

(5)水垢もしくは凍結に起因する場合。 

(6)電源、空気源に起因する場合。 

(7)弊社以外の不適当な改造がされた場合。 

(8)設計仕様条件を超えた過酷な環境下(たとえば屋外使用による腐食の場合など)での使

用による場合。 

(9)火災、水害、地震、落雷その他天災地変による場合。 

(10)消耗部品（たとえばテクニカルガイドブックに記載されているＯリング、ガスケット、     

ダイヤフラムなど） 

ここでいう保証は納入品単体の保証を意味するもので納入品の故障や瑕疵により誘発さ

れる損害については、含まれませんのでご了承ください。 
 

４．保証期間経過後、修理を依頼されるとき 
修理により製品の機能が維持できる場合には、ご要望により有料で修理します。なお、ア

フターサービスについては、弊社ホームページ（www.yoshitake.co.jp）のサポート＆サービ

スからお問い合わせ窓口一覧より最寄りの営業所までご相談ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


